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12.イエバエをもちいる折紙法によって評価した DDT に対する anti･resistantI)DT と

DMCの協力効果の比較 殺虫剤の生物試験に関する研光.節53軌 長沢純I-h･柴三千代 (イハラ出

典研死所)40.3.29受以

DDTに対するanti･resistantDDTの協力効米とDMCのそれを,イェバエをもちいる折紙法に

よって比佼した紡恥.致死を決定する要因として塗布薬星と曝拓時間は,anti･resistantDDTの勘

合ほとんど同等の証要性を有するが,DMCの場合は塗布薬虫より曝露時間の万がより韮要で.また

独和薬虫だけを考え1:場合は, 両薬物においてほとんどひとしいことがたしかめられた. Lt=がっ

て, 両水物の相対協力効果をプロビット平面の垂tEi距離でしめすと, 曝砧暗闘が知い掛よ anti･

resistantDDT の DDT に対する協力効果は,DMCのそれより大 きいが,曝鍔時ra)がilびくにつ

れてその相対伯は小さくなり, 理油上曝錨時間が312分になつ1:とき. 両者間等の効果をしめすと

いうことが可他である.

DDTに対して anti･resistantDDT および DMC

が高い協力効果を有することは,早くからしられてお

りこれに関する報告も今日ではすでにかなりの数にお

よんでいる.ここにのべようとすることは,協力効果

の比較許定をおこなうことを目的におこなわれた失敗

のひとつで.イエバエをもちいる折紙法によって,塗

-棚典故とこれに曝露する時間の2要因を組合わせてえ

られた致死率との関係を,プロビット平面に描いて比

校した紙巣である.非文に入るに先立ち試料の提供を

効いた口本田逮株式会社生物研死所に謝意を髭する.

また供試昆山の飼称 こ御尽力下さった伏見主子姐に併

せて感謝する次郎である.

実験材料および方法

失敗材料 :この実験にもちいたタ,〆-DDTは,メタ

ノールで再結精製した m.p.108oCの試料である.以

下単に DDTとしるす.その協力剤であるantトresis-

tantDDT (N.N-di-n-butyl-♪-chlorobenzenBull

fonamide)お よび DMC (1,トbis-♪-chlorophenyl

methylcarbinol)は,日本凹退株式会祉LL物研')1所か

ら以Ukをうけた researchgradeの試料である.イエ
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バエは豆燭拍培誠によってその幼虫期を.砂鵬と水に

よって成虫期を飼育した,いわゆる高槻系と称される

鼎代飼育系統で,火映には羽化後4-5口臼の雌仰雌

をもちいた.本系統の滴下法によるDDTの LD80は

約 7FLg/♀で,欧米の捺準の感受性系統にくらべると

その他はかなり高いようである.

災験方法 :DDT と anti･resistantDDT あるいは

DMCを等近況合し,アセトンでこの12.5,25,50お

よび 100FLg/mmaの稀釈溶液をつくり,その1ccを

直径9cmの折紙(東洋折紙 No.2)上に一様に滴下し,

乾くのをまって同じtEi従のペトt)皿をかぶせ.これに

イエバエ約40匹を導入,所定の80,100および126分

間曝指した.噸砧後はIB径9cm, 高さ5cm のガラ

ス容掛 こうう し.網蓋をかぶせた後その上から脱肘綿

にひたした稀釈牛乳を餌としてあたえた.噸LIviは 終っ

た時からかぞえて,24時間後にその死出放なかぞえた.

別に対照区としてアセトンのみを1cc渦下して, 同

様の実験をおこなった.処FJi区対比l区とも火映は3-4

回くりかえし,その紙鵜をLJl計した.飼ff.火映とも

に25oC,関係氾皮約60,%の設塊矢作下で施行した.



実験結果と考察
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(第4-5欄) として, xl+x2に対する致死埠ミ♪のプ

ロビット(節9欄)の関係を捕いたのが那1図である.

火映の紙状を誠示すると,邦1波 節1-3および6 これをみると anti･resistantDDTとDDTの舶用の

-8欄のごとくである. なおアセトンのみの処班をお 場合はプロビット平面はとじて一本の回帰直線をしめ

こなった矧T,(t区にわける粒死料 ま0,%であった.!豹-/r了 した.一方 DMCとDDTとの混用の場合は,平行な

非爪および噸脚 .'jlLTUの対故をそれぞれ xIおよび x2 2組の【･J川1線trfからなるプロビット平面がえられた.

Table1. Percentmortalitydataofthecommonhouseflyfor1to1mixtureofDDT

andanti･resistantDDTorDMCdepositedonfilterpaperandcomputationsforfittingof
probitplane.
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Anti･resistantDDT+DDT 虎1-1.5500 度2-2.0041 5声-5.2308

DMC+DDT 虎1-1.7341 x-2-2.0286 タ-4.3048

〔x12] 〔xIX℡〕 ⊂x22] 〔xly〕 〔x2y〕 〔y2]
Antiresis･ 1335.7860 1661.8370 2152.8830 4463.2611 5619.2298 14991.7701
tantDDT 1285.8180 1662.4835 2149.5375 4339.2359 5610.4920 14643.6612

+
DDT 49.9680 -0.6465 3.2955 124.0252 8.7378 348.1089 -340.3258-7.78

DMC 1017.6650 1159.5580 1360.7850 2515.9988 2891.2705 6309.0536
+ 992.9283 1161.5522 1358.8171 2464.9139 2883.5271 6119.0020

DDT 24.7367 _1.9942-Lー ~7 6A6両 ~qiii84L9u ~ーケ.7434 190.0516 _183.3505-6.70
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Fig.1. Synergisticactionofanti･resistant

DDT(upperclosedprobitplane)andDMC
(lowerprobitplane)withDDT againstthe

commonhouseflyevaluatedbytheimpreg一
matedfilterpapermethod.Circleswitharrow
denote0形 mortality.

JRW ,4)でしるしたそれと全く同じ Finneyl,2)の方法

で,郡1出ml4,5,ll,12欄のxl.x2,W,yから訓辞さ

hた下段の数他にもとづいて,この平面をあらわす或

凶相式 Y-a+blXl+b2x2をもとめると,つぎのごと

くである.

Anti･resistant

DDT+DDTY==-4.9855+2.5223xl+3.1469x2

DMC+DDTY--13.5091+2.5942xl+6.5638x2

この方程式のxlおよびx2に,第4,5欄の数他を代

入してもとめた Yが第1変節13欄の数値であるが,

これは節10欄の期待プロビットとおおむね同じである

と考えられる.それ故これ以上の補正計許をおこなう

必要がないと判断される.

Anti･resistantDDT+DDTの場合,その重回帰式

における鵬回帰係数 bl と b2とはほとんど同じで,

x2(I)-(b1-b2)2/V(bI-b2) の式によってその差の有

延性を峡起した結果は x2-1.233となり,n-1にお

けるxtの偵3.841よりも小さく,拙lll.78位 の犯州内

でふたつの同相係数は同等であると#言えて差支えない.

･3'なわr)anti･resistantDDT+DDTの場合,致死を

決'ji:する要因として琉lll一兆品とIu脚 SlLr山王,関等の韮

IAt性なもっていたということができる.一方 DMC+
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DDT の場合の blと b2の左の分散をもとめると,

y(bl-b2)=0.50816となる.故に bL-b2--3.9696

土0.7128とかきあらわすことができる. これからこ

の夫験において曝拓時間は致死を決定する要因として,

塗布来生よりはるかに重要であるということができる.

たとえば,睦布共立をかえずに曝磁時間を2倍してえ

られる致死率を,逆に曝露時間をかえずに塗布典故を

ましてえようとする場合は,対数単位にとったもとの

塗布薬墓に,さらに (b210g2)/blだけまさなけjりまな

らない.すなわち (6.5638×0.301)/2.5942-0.76158

をくわえなければならない,すなわち塗布典故は5.78

倍しなければ同じ致死率なえることができない.

ところでさきのふたつの歪回帰式をみると,∂1はほ

とんど同じで,節1図からもわかるように,曝砧【樹Lil

を固定して.塗布典故とプT3ビットとの関係をしめす

回帰線は,すべて5y･行LN係にあることがわかる.anti･

resistantDDTおよび DMCの DDTに対する協力

効果の相対値を,両プt]ビット平面の垂IB伽雛をもっ

てあらわした場合,その他は曝錨時rAJの良知によって

かわり曝錨相加 ミ長びけば長びくほど,イJ効皮の滋は

減少する. さきの blの項がほとんどひとしいとみな

して,これを消去したつぎの等式

-4.9855十3.1468x2--13.5091+6.5638x2

からx2をもとめると2.4945となる.すなわちその道

対数値312.25をえるが,曝露時間を312分 としたと

きは,両者はDDTに対してほぼひとしい協力効果を

発揮するということが可随である.

摘 要

て,DDTに対する anti･resistantDDT とDMCの

協力効架を評価比較した.

2.致死率に対する投虫因子,塗布共生および曝掛 寺

佃を, それぞれプロビットyおよび対数 xl,x2に変

換し,3着の掴係をFinneyの方法によってプロビッ

ト平面に作図し,これから重回帰式を計算した結凪

anti･resistantDDT あるいは DMC とDDTとを等

墓混合したものの重回帰式はそれぞれつぎのごとくで

あった.

Yニー4.9855+2.5223xl+3.1469x2

Y--13.5091+2.5942xl+6.5638x2

3.致死を決近する要因として.anti-resistantDDT

の場合は,独-/ti共立と曝践時間とは同等の誼変性をも

っていたが,I)MCの場合は雌花柑LuのJJ.が塗L/f]J典故

よりもより謁要であるということがたしかめられた.

4.I髄'A卯与lnJを間定して,牲r/Il非丘と致死率の凹係を

しめした両省の同相紗 ま,-q7･行田係にあった.

5.Anti･resistantDDT および DMCの DDTに対
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する協力効米の相対値を,両プロビット平面の垂直距

離をもって出わすと,その差は曝露時間が長びけは長

びくほど減少し,約312分に達したとき.両者はほぼ

ひとしい協力効果をしめすということが可代である.
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Summ8ry

Comparisonofsynergisitcactionofanti･resis･

tantDDT and DMC with DDT againstthe

commonhouseflywasmadebytheimpregnated

filterpapermethod.Inthecaseofanti･resistant

DDT,amountofthedepositwasasimportantas

exposuretimeindeterminingthemortality.On

thecontrary,inthecaseofDMC.exposuretime

wasmoreimportantthanamountofthedeposit.

Theimportanceofdepositindetermining the

mortalitywasthesameinbothsynergists. If

thedifferenceofsynergisitcactionbetweentwo

chemicalswasexpressed bythemean probit

difference,thesynergisitcactionofanti･resistant

DDTwithDDTwasgreaterthanthatofDMC

withDDTwhentheexposuretimewasShorter,and

thedifferencewasdecreasedwiththeincreaseof

exposuretime. Thesamerateofsynergism in

bothchemicalswaspredictedtheoreticallywhen

theexposuretimereachedto312minutes.

DIEEcrenceinSu8CeptibilitytotheLetl181EffectofMahthionbetweenAdult80EtheCom一

momHouseFJy.MuBCadomeetEcatTfc-'naAhcq･,rearedOTLtlleCultureMediurrLprepared

withHOk8rA"And ThoseOmtheCSMA CuJttlreMedium. ProblemsontheBreedingof

InsectsforBiologicalAssayofInsecticides. XL.SumioNAGASAWA,MichiyoSmBA,andShuko

FtlSlrLh【1(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu,Shizuoka).ReceivedMarch29,1965.

Botyu･Kagaku,30,1965･(withEnglishSummary,66)

13.豆腐粕および CSMA増基で それぞれ飼育された イエバエの Malathionに対する感受

性の相違 殺虫剤の吐物試験用別 lの飼仰 こ関する謂間組 節40印･長沢細大 ･柴三千代 ･伏見王子

(イハラ出光研兜所) 40.3.29受刑

CSMA培2.ちで別行したイエバエと.i-L飼料F,t'H.ちでB"]-ffLt:それとの malathionに対すろ感受性は

滴下法による誠畝の泉ri火からほほひとしいことがたしかめられ1:.

イエバエを大量累代飼育するための幼虫の飼料とし

て,米田ではすでに長年にわたって,CSMA(Chem-

icalSpecialitiesManufacturesAssociation,Inc･)

の獅'T(処JJ淵 による和合飼料が広くもちいられている

が,不率にしてわが(lqでは,末だこの種の材料を常時

使用しうる段断に預っていない.わが国で今日広昭四

にもちいられている別抑よ,.ii何#Llと即時粉末を主材

料とするもので8), さきに叩7才はこれによって朗fT.し

たイエバエと,馬糞培)i.11によったもの7). また'AS火F.汚

兆 3)によったものの,謂柾の殺山剤に対する!･._G受性o)

机L!を光明した9). 今Fnj本文においてのべようとする

ことは.CSMA培基によってその助山川を別fTAした

ものと,さきの豆腐相培基で飼育したそれとの, mal

lathionに対･)･る感受性の相違を究明した純粋 ごある.

なお火映純米の朋抑 こあたっては,対照区における光

死キミをIP3.TBにいれて.非昆一致死率回帰直線の方程式

を詐定する Finneyの方法一,5,6)の適用を試みた.本

文に入るに先立ちCSMA培基を送付されたカルフォ

ルニヤ大学昆虫学及び寄生虫学教室の M.M.Morris

氏に謝意を表する.

実験材料および方法

tJû 砧出 :この実験 にもちいた イエバエ Musca

domcsLl'cav,'CrnaMacq.は,いわゆる高槻系と称せ

られる10咋余の射 ℃飼fT'系統である.この幼虫期を如

ffするために川いた_TL何R'1灼JJ;･は,豆閑約50.糊5,
耐母rJIJ米0.50)処方にIJIJ3むね叩ずるもので.CSMA

柄).riに.1こ/,朗lTlu,そのBL'/i:にしたがってJ,･こなった.

ポットをもちい,その Jl.翔Sは-木的仰C)I,･I,･いなした.
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